
26Y303 担当形態

開講学期 2

教科書
[書名／著者
名／出版社]

子ども家庭福祉（第2版）／喜多一憲監修、深場純矢編集／みらい

受講生への
メッセージ

子どもの発達保障や権利擁護の視点から、子どもを取り巻く現代社会の特徴、子育て支援施策や保
育・次世代育成施策等の課題を概観し、保育士による専門的支援の基礎を学んでいきましょう

参考書
[書名／著者
名／出版社]

授業内で随時紹介

第8回 子ども家庭福祉の機関・施設 教科書Ch.4を復習する。
事前・事後
学修時間

(分／授業1回）
180分／授業1回

教科書Ch.10を復習する。

第7回 子ども家庭福祉の法体系・行財政 教科書Ch.4を復習する。 第15回 子ども家庭福祉の専門職と連携 教科書Ch.11を復習する。

第6回 子ども家庭福祉の成立と展開② 教科書Ch.3を復習する。 第14回 心理治療の必要性や非行問題を抱える子どもへの支援

教科書Ch.8を復習する。

第5回 子ども家庭福祉の成立と展開① 教科書Ch.3を復習する。 第13回 障害のある子どもへの福祉施策 教科書Ch.9を復習する。

第4回 子どもの人権② 教科書Ch2.を復習する。 第12回 社会的養護を必要とする子どもへの福祉施策

教科書Ch.6を復習する。

第3回 子どもの人権① 教科書Ch2.を復習する。 第11回 子ども虐待とDV問題への対策 教科書Ch.7を復習する。

第2回 現代社会と子ども家庭福祉② 教科書Ch.1を復習する。 第10回 母子家庭施策とひとり親家庭への福祉施策

事前・事後学修

第1回
オリエンテーション
現代社会と子ども家庭福祉①

教科書Ch.1を復習する。 第9回 子育て支援・次世代育成支援と保育施策 教科書Ch.5を復習する。

回数 授業計画 事前・事後学修 回数 授業計画

授業の主題
・社会福祉の一分野である「子ども家庭福祉」の理念および歴史的な展開過程について理解する。
・子どもの人権擁護と児童の権利に関する条約について理解する。
・子どもを取り巻く現代社会と子育て家庭の状況について理解する。

課題等への対応
(フィードバックの方法等)

・授業ごとに提出されたリアクションペーパーに対して、授業内でコメントするなどしてフィード
バックをおこなう

授業の方法 ・スライドや資料等を用いながら講義形式で進める。
アクティブ・ラーニングの

実施方法
・グループワークを取り入れる。

科目区分

実務の経験を有する教員担当科目
実務の経験内容及び

科目との関連

科目に含める
ことが必要な

事項

授業形態 講義 履修条件
教育職員免許法
施行規則に
定める

科目区分等

担当者 南條　恵 単独

対象学科・
コース

幼児教育学科 配当年次 1年次 春学期 単位数
必修・選択

の別
選択 免許・資格要件 社会福祉主事任用資格、保育士必修

科目区分 専門教育科目 授業科目名 子ども家庭福祉 科目コード



定
期
試
験

臨
時
試
験

提
出
物

発
表
内
容

受
講
態
度

実
習
評
価

レベル１

（Ｆ：59%以下）

①
学習
意欲

②
規律性

③
知識

60 60

子ども家庭福祉に関す
る知識が不足してい
る。
得点率５０～５９％

④
技能

⑤
情報
活用
能力

⑥
課題
解決力

⑦
言語
活用
能力

40 10 30
子ども家庭福祉の意義
などについて説明する
ことが不十分である。

⑧
コミュ
ニケー
ション
力

⑨
主体性

⑩
協働性

100 60 10 30合計

実
践

行
動
・
応
用

表
現

子ども家庭福祉の意
義、子どもの権利擁
護、子ども家庭福祉の
施策などについて説明
できる。

専門的知識、用語の理
解、文章力

リアクションペーパー
レポート

子ども家庭福祉の意義
などについて説明する
ことが十分にできる。

子ども家庭福祉の意義
などについて説明する
ことがかなり十分にで
きる。

子ども家庭福祉の意義
などについて説明する
ことがかなり十分にで
きる。

子ども家庭福祉の意義な
どについて説明すること
がやや不十分である。

子ども家庭福祉に関す
る知識を有している。
得点率７０～７９％

子ども家庭福祉に関する
知識がやや不足してい
る。
得点率６０～６９％

卒
業
認
定
・
学
位
授
与
の
方
針
（

デ
ィ

プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
）

尽
心

態
度
・
志
向

創
造

知
識
・
技
能

現代社会の中で、子ど
もと家庭における課題
を多角的にとらえる広
い知識を有する。

専門的知識

思
考
・
判
断

筆記試験

子ども家庭福祉に関す
る十分な知識を有して
いる。
得点率９０％以上

子ども家庭福祉に関す
る知識をかなり有して
いる。
得点率８０～８９％

評価基準

学
修
成
果
の
大
分
類

学修成
果の
中分類
[10の
力]

学
修
成
果
の

配
点
比
率

(

%

)

評価方法の配点比率（％） 学修成果の小分類 尺度

学修成果の到達目標 修得する能力 評価方法／評価指標
レベル５

（Ｓ：100～90%）

レベル４

（Ａ：89～80%）

レベル３

（Ｂ：79～70%）

レベル２

（Ｃ：69～60%）


